
【様式第４号】

（計画期間） （令和　元　年度　～　令和　22　年度）

パブリックコメント

実施方法

市民参加手続実施評価表（令和５年度策定施策）

対象施策の名称 徳島市立地適正化計画

対象施策の概要
策定の背景

22 か年

　本市では、人口減少や高齢化が進行する中、将来にわたり誰もが安心して快適に生活できる
まちづくりを進めるため、平成30年度に「徳島市立地適正化計画」を策定した。
　本計画は、法や指針によりおおむね5年ごとに施策や事業の実施状況の評価を行い、必要に応
じて見直すものとされていることや、令和2年度の法改正により新たな記載事項として「防災指
針」が位置づけられたことなどから、現行の立地適正化計画を改定する。

実施した市民参加手続の方法（第７条）
実施理由 実施結果

立地適正化計画の案を広く公表することで、
市民等から多様な意見を求め、提出された意
見を考慮し反映させるため。

幅広く意見を募集することができるよう広報と
くしまやホームページ等のほか、コミュニティ
協議会等への周知を行い、貴重な意見を得るこ
とができた。

アンケートの実施
（第５号）

その他（第６号）

ホームページ等において審議会開催の周知、会
議資料、会議録の公開を適切に実施した。ま
た、学識経験者や市議会議員で構成された委員
による幅広い意見を得ることができた。

調査対象者に回答を促進するためハガキの送付及び回
答期間を延伸したことなどにより、見込んでいた回収
率を上回ることができた。

附属機関への付議
（第１号）

都市再生特別措置法第８１条第２２項の規定
により、「市町村都市計画審議会の意見を聴
かなければならない」とされているため。

説明会の開催（第３
号）

都市再生特別措置法第８１条第２２項の規定
により、「公聴会の開催その他の住民の意見
を反映させるために必要な措置を講ずる」と
されていることから、幅広く意見を聴取する
ため。

計画の素案を縦覧するとともに、説明会の開催につい
て通常の周知方法（広報とくしま及びHPへの掲載）
に加え、コミュニティセンターにチラシを配布するな
どにより参加申込を促した。参加申込はあったが、前
日に欠席の連絡があったため、説明会は中止した。

徳島市市民参加
推進本部による

意見

当該施策の策定に係る市民参加手続については、一定の市民参加が図られたものと考
えられる。当該施策の見直し等を行うときは、一層の市民参加が図られるよう努めら
れたい。

市民からの意見 （意見はありませんでした。）

公告及び通常の周知方法（広報とくしま及びHPへの
掲載）に加え、コミュニティセンターにチラシを配布
するなどにより公述申出を募集したが、申出がなかっ
たため公聴会は中止とした。

市民参加手続の評価
（総括）

多様な方法による市民参加手続を実施することで、幅広い市民の意見を計画に反映す
ることができた。また、各会議資料やアンケート結果を適宜ホームページに掲載する
など、公開性・透明性の確保に努めた。

備考
次期計画の策定にあたっては、引き続き多様な方法による市民参加手続を実施するこ
とで、多くの市民の参画を得られるよう努める。



【様式第２号】

パブリックコメント手続

年 年

直接持参 郵送 FAX 直接持参 郵送 FAX

E-mail HP（電子申請） E-mail HP（電子申請）

その他（　　　　　　　　　） その他（　　　　　　　　　）

HP 課窓口 市民サロン HP 課窓口 市民サロン

情報公開 支所 図書館 情報公開 支所 図書館

ふれ健 その他（　　　　　） ふれ健 その他（ｺﾐｭﾆﾃｨ協議会にﾁﾗｼを配布）

年 年

HP 課窓口 市民サロン HP 課窓口 市民サロン

情報公開 支所 図書館 情報公開 支所 図書館

ふれ健 その他（　　　　　） ふれ健 その他（　　　　　）

人 団体 件 人 団体 件

人 団体 件 人 団体 件

人 団体 件 人 団体 件

件

件

件

有 （修正数：　 ） 無

市民参加手続実施連絡票②　各手続　予定・結果

対象施策の名称 徳島市立地適正化計画

意見提出
方法

意見提出
方法

日間30
意見募集

期間
30 日間

予　定
意見募集

時期
意見募集

期間

結　果

結果公表
時期

周知方法

結果公表
方法

周知方法

意見募集
結果

持　参

郵　送

F A X

提出方法

結果公表
時期

結果公表
方法

令和 6 3 月ごろ

人数

令和 125 月ごろ
意見募集

時期
令和 5 12 月ごろ

令和 6 3 月ごろ

件数 提出方法 人数 団体数団体数 件数

0

1

0

0

0

00

0

0

0

0

0

0

0

0

0

電子申請

その他

0

1

E-mail

市民参加
達成状況

その他（感想、案件の範疇外の意見等）

対象施策の修正の有無

案を修正しなかった

意見を反映し、案を修正した

意見の
取扱い

幅広く意見を募集することができるよう広報とくしまやホームページ等のほか、コミュニティ協議会等
への周知を行い、貴重な意見を得ることができた。

0

1

0



【様式第２号】

附属機関 ／ 市民会議

令和 5 年 12 月 ～ 5 年 12 月 令和 5 年 12 月 ～ 5 年 12 月

回 回

令和 年 月 ～ 年 月

 既に委嘱済： 令和 5 年 5 月

人 人 人 人

人 人
人 人
人 人
人 人
人 人
人 人

公開 非公開 公開 非公開

広報とくしま HP 広報とくしま HP

その他（　　　　　　　　　） その他（　　　　　　　　　）

開催時間帯

市民参加手続実施連絡票②　各手続　予定・結果

対象施策の名称 徳島市立地適正化計画

予　定 結　果
設置
根拠

都市計画法

及び都市再

生特別措置

開催時期 開催時期

会議等
の名称

設置
根拠

都市計画法

及び都市再

生特別措置
都市計画審議会 都市計画審議会

委員の
選出方法

徳島市都市計画審議会条例に基づく

※委員の委嘱時期は随時。審議会の性質上、専門知識を有する委員

を選出するため公募はしていない。

1

市民参加
達成状況

ホームページ等において審議会開催の周知、会議資料、会議録の公開を適切に実施した。また、学識経
験者や市議会議員で構成された委員による幅広い意見を得ることができた。

開催回数

委員募集
時期

14

委員構成
内訳

委員構成
内訳

委員人数 14 委員人数

委員募集
時期

月ごろ

開催時間帯

開催回数 1

平日昼間 平日昼間

会議等
の名称

市民

5
5
3
1

学識経験者
市議会議員
関係行政機関職員

3
うち

女性委員

委員の
選出方法

周知方法

会議の公開 会議の公開

周知方法

傍聴人数

（のべ）
3

公募枠 応募数 結果

関係行政機関 3

3
うち

女性委員

徳島市都市計画審議会条例に基づく

※委員の委嘱時期は随時。審議会の性質上、専門知識を有する委員

を選出するため公募はしていない。

市民 1

学識経験者 5
市議会議員 5



【様式第２号】

説明会 ／ ワークショップ

令和 5 年 11 月 ～ 5 年 11 月 令和 5 年 11 月 ～ 5 年 11 月

回 回

# 1 人 # 1 人 # 1 人 # 1 人
# 2 人 # 2 人 # 2 人 # 2 人
# 3 人 # 3 人 # 3 人 # 3 人
# 4 人 # 4 人 # 4 人 # 4 人
# 5 人 # 5 人 # 5 人 # 5 人

広報とくしま HP 広報とくしま HP

その他（　　　　　　　　　） その他（公告・縦覧及びｺﾐｾﾝなどにチラシを配布）

アンケート ／ ヒアリング

令和 4 年 11 月 ～ 4 年 11 月 令和 4 年 11 月 ～ 4 年 11 月

回 回

件 件
件 ％ 件 ％

広報とくしま HP 広報とくしま HP

その他（　　　　　　　　　） その他（　　　　　　　　　）

その他

調査方法 調査方法

市民参加手続実施連絡票②　各手続　予定・結果

対象施策の名称 徳島市立地適正化計画

予　定 結　果
立地適正化計画の改定に関する説明会 立地適正化計画の改定に関する説明会

開催時期 開催時期

開催時間帯 開催時間帯

開催回数 1 開催回数 0

平日夜間 19:00

対象者 対象者

場所 場所 徳島市役所１３階大会議室徳島市役所１３階大会議室

特になし 特になし

50 0

参加者数 参加者数

郵送（インターネット）

予　定 結　果

周知方法 周知方法

市民参加
達成状況

計画の素案を縦覧するとともに、説明会の開催について通常の周知方法（広報とくしま及びHPへの掲載）に加え、コ
ミュニティセンターにチラシを配布するなどにより参加申込を促した。参加申込はあったが、前日に欠席の連絡が
あったため、説明会は中止した。

調査方法 郵送 調査方法

市民３，０００人（１８歳以上８０歳以下 令和４
年１０月１日時点）

実施時期 実施時期

市民３，０００人（１８歳以上８０歳以下 令和４
年１０月１日時点）

実施回数 1 実施回数 1

対象者 対象者

予　定 結　果

回収見込数 1000

実施方法
立地適正化計画の改定に関する公聴会
11/20　19：00～（公述申出がない場合は中
止）　徳島市役所１３会大会議室

実施方法

公告及び通常の周知方法（広報とくしま及びHPへ
の掲載）に加え、コミュニティセンターにチラシ
を配布するなどにより公述申出を募集したが、申
出がなかったため公聴会は中止とした。

市民参加
達成状況

調査対象者に回答を促進するためハガキの送付及び回答期間を延伸したことなどにより、見込んでいた
回収率を上回ることができた。

回収率
1305

周知方法 周知方法

回収数33.3 43.5
3000配布数回収率配布数 3000



【様式第４号】

（計画期間） （平成29年度　～　令和13年度）

徳島市市民参加
推進本部による

意見

当該施策の策定に係る市民参加手続については、一定の市民参加が図られたものと考
えられる。当該施策の見直し等を行うときは、一層の市民参加が図られるよう努めら
れたい。

市民からの意見 （意見はありませんでした。）

市民参加手続の評価
（総括）

本市の状況を把握するアンケートを実施するとともに、パブリックコメントにより広
く意見も募集することもでき、市民の主体的な参画のもと計画を改定することができ
た。

備考

実施については、HP等で告知し、窓口だけでな
くインターネット上でも意見募集を行い多様な
意見を集めることができた。結果公表について
は、時間を要したが、窓口だけでなくホーム
ページでも公表し、広く周知できた。

パブリックコメント 計画に対する意見を広く募集するため

アンケートの実施
（第５号）

本市の現況を把握するため

実施については、HPで告知し、多様な層、業種
から意見を集めることができた。結果公表につ
いては、時間を要したが、回答傾向が分かるよ
うにまとめられた。

実施方法

市民参加手続実施評価表（令和５年度策定施策）

対象施策の名称 徳島市一般廃棄物処理基本計画【改定版】

対象施策の概要
策定の背景

15 か年

現行計画に基づくこれまでの本市の廃棄物施策に関して再評価を実施するとともに、国や県の
動向、リサイクル技術の動向等の社会情勢の変化、本市を取り巻く社会情勢等の総合的な状況
を踏まえた調査・研究を行うことで、本市の置かれている現状に即した効果的かつ実現可能性
の高い数値目標及び施策を含んだ、新たな一般廃棄物処理基本計画の策定をしようとするもの
である。

実施した市民参加手続の方法（第７条）
実施理由 実施結果



【様式第２号】

パブリックコメント手続

年 年

直接持参 郵送 FAX 直接持参 郵送 FAX

E-mail HP（電子申請） E-mail HP（電子申請）

その他（　　　　　） その他（　　　　　）

HP 課窓口 市民サロン HP 課窓口 市民サロン

情報公開 支所 図書館 情報公開 支所 図書館

ふれ健 その他（　　　　　） ふれ健 その他（　　　　　）

年 年

HP 課窓口 市民サロン HP 課窓口 市民サロン

情報公開 支所 図書館 情報公開 支所 図書館

ふれ健 その他（　　　　　） ふれ健 その他（　　　　　）

人 団体 件 人 団体 件

人 団体 件 人 団体 件

人 団体 件 人 団体 件

件

件

件

有 （修正数：　 ） 無

市民参加
達成状況

その他（感想、案件の範疇外の意見等）

対象施策の修正の有無

案を修正しなかった

意見を反映し、案を修正した

意見の
取扱い

実施については、HP等で告知し、窓口だけでなくインターネット上でも意見募集を行い多様な意見を集めることがで
きた。結果公表については、時間を要したが、窓口だけでなくホームページでも公表し、広く周知できた。

0

8

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

電子申請

その他

0

6

E-mail

件数

0

8

0

0

0

0

件数 提出方法 人数 団体数団体数

令和 5 3 月ごろ

令和 5 9 月ごろ

令和 35 月ごろ
意見募集

時期

結果公表
時期

周知方法

結果公表
方法

周知方法

意見募集
結果

持　参

郵　送

F A X

提出方法

結果公表
時期

結果公表
方法

令和 5 6 月ごろ

人数

市民参加手続実施連絡票②　各手続　予定・結果

対象施策の名称 徳島市一般廃棄物処理基本計画【改定版】

意見提出
方法

意見提出
方法

日間30
意見募集

期間
30 日間

予　定
意見募集

時期
意見募集

期間

結　果



【様式第２号】

説明会 ／ ワークショップ

令和 年 月 ～ 年 月 令和 年 月 ～ 年 月

回 回

# 1 人 # 1 人 # 1 人 # 1 人
# 2 人 # 2 人 # 2 人 # 2 人
# 3 人 # 3 人 # 3 人 # 3 人
# 4 人 # 4 人 # 4 人 # 4 人
# 5 人 # 5 人 # 5 人 # 5 人

広報とくしま HP 広報とくしま HP

その他（　　　　　　　　　） その他（　　　　　　　　　）

アンケート ／ ヒアリング

令和 4 年 7 月 ～ 4 年 7 月 令和 4 年 8 月 ～ 4 年 8 月

回 回

件 件
件 ％ 件 ％

広報とくしま HP 広報とくしま HP

その他（　　　　　　　　　） その他（　　　　　　　　　）

その他

回収率
579

周知方法 周知方法

回収数40.0 37.8
1532配布数回収率配布数 1500

予　定 結　果

回収見込数 600

実施方法 実施方法

市民参加
達成状況

実施については、HPで告知し、多様な層から意見を集めることができた。結果公表については、時間を
要したが、回答傾向が分かるようにまとめられた。

令和４年４月１日時点で満２０歳以上の住民

実施時期 実施時期

令和４年４月１日時点で住民基本台帳登録者の満
２０歳以上の住民

実施回数 1 実施回数 1

対象者 対象者

郵送

予　定 結　果

周知方法 周知方法

市民参加
達成状況

調査方法 郵送 調査方法

参加者数 参加者数

対象者 対象者

場所 場所

開催時期 開催時期

開催時間帯 開催時間帯

開催回数 開催回数

調査方法 調査方法

市民参加手続実施連絡票②　各手続　予定・結果

対象施策の名称 徳島市一般廃棄物処理基本計画【改定版】

予　定 結　果



【様式第２号】

説明会 ／ ワークショップ

令和 年 月 ～ 年 月 令和 年 月 ～ 年 月

回 回

# 1 人 # 1 人 # 1 人 # 1 人
# 2 人 # 2 人 # 2 人 # 2 人
# 3 人 # 3 人 # 3 人 # 3 人
# 4 人 # 4 人 # 4 人 # 4 人
# 5 人 # 5 人 # 5 人 # 5 人

広報とくしま HP 広報とくしま HP

その他（　　　　　　　　　） その他（　　　　　　　　　）

アンケート ／ ヒアリング

令和 4 年 7 月 ～ 4 年 7 月 令和 4 年 8 月 ～ 4 年 8 月

回 回

件 件
件 ％ 件 ％

広報とくしま HP 広報とくしま HP

その他（　　　　　　　　　） その他（　　　　　　　　　）

その他

調査方法 調査方法

市民参加手続実施連絡票②　各手続　予定・結果

対象施策の名称 徳島市一般廃棄物処理基本計画【改定版】

予　定 結　果

開催時期 開催時期

開催時間帯 開催時間帯

開催回数 開催回数

場所 場所

対象者 対象者

周知方法 周知方法

参加者数 参加者数

1

市民参加
達成状況

予　定 結　果

調査方法 郵送 調査方法 郵送

実施時期 実施時期

実施回数 1 実施回数

30.9

対象者 徳島市内に営業所等を置く事業所 対象者 徳島市内に営業所等を置く事業所

配布数 750 回収率 配布数 757 回収率
回収見込数 300 40.0 回収数 234

実施方法 実施方法

周知方法 周知方法

市民参加
達成状況

実施については、HPで告知し、多様な業種から意見を集めることができた。結果公表については、時間
を要したが、回答傾向が分かるようにまとめられた。

予　定 結　果



【様式第４号】

パブリックコメント

実施方法

市民参加手続実施評価表（令和５年度策定施策）

対象施策の名称 徳島市一般廃棄物中間処理施設整備基本計画改定版

対象施策の概要
策定の背景

実施した市民参加手続の方法（第７条）
実施理由 実施結果

計画案を広く公表し、市民等の意見を考慮し
て計画を定めることや、意見に対する本市の
考え方を周知するため。

・実施告知・結果公表については、窓口だけで
なく、ＨＰ等で幅広く周知できた。
・徳島市一般廃棄物中間処理施設整備基本計画
改定版の資料について、レイアウト等をわかり
やすくして、市民参加を促し、多様な11件の意
見を収集できた。

一般廃棄物中間処理施設の整備に向けて、施設規模や処理方式等、新施設の整備に係る基本事
項を定めるものとして、平成31年3月に基本計画を策定していたが、建設予定地の変更や広域整
備から本市単独での施設整備に方針を変更したこと等から、設定していた諸条件を見直し、改
定するものである。

・説明会では、参加者から多様な意見を収集す
ることができた。
・参加者数が予定者数に達しなかったため、周
知時期や方法については今後の検討課題であ
る。

説明会の開催（第３
号）

施設整備について、市民との対話による意見
交換や事業の詳細な説明を行うことにより、
市民と市の双方の理解を深めるため。

徳島市市民参加
推進本部による

意見

当該施策の策定に係る市民参加手続については、一定の市民参加が図られたものと考
えられる。当該施策の見直し等を行うときは、一層の市民参加が図られるよう努めら
れたい。

市民からの意見 （意見はありませんでした。）

市民参加手続の評価
（総括）

市民参加手続きを通じて、市民の主体的な参画のもと施策を策定できた。説明会を行
うことにより市民と市の双方の理解が深められ、パブリックコメントの結果、多様な
意見を収集できた。

備考
説明会の参加者数が予定者数に達しなかった点について、周知時期や方法については
今後の検討課題である。



【様式第２号】

パブリックコメント手続

年 年

直接持参 郵送 FAX 直接持参 郵送 FAX

E-mail HP（電子申請） E-mail HP（電子申請）

その他（              ） その他（             ）

HP 課窓口 市民サロン HP 課窓口 市民サロン

情報公開 支所 図書館 情報公開 支所 図書館

ふれ健 その他（     ） ふれ健 その他（     ）

年 年

HP 課窓口 市民サロン HP 課窓口 市民サロン

情報公開 支所 図書館 情報公開 支所 図書館

ふれ健 その他（     ） ふれ健 その他（     ）

人 団体 件 人 団体 件

人 団体 件 人 団体 件

人 団体 件 人 団体 件

件

件

件

有 （修正数：  ） 無

市民参加手続実施連絡票② 各手続 予定・結果

対象施策の名称 徳島市一般廃棄物中間処理施設整備基本計画【改定版】

意見提出
方法

意見提出
方法

日間30
意見募集

期間
31 日間

予 定
意見募集

時期
意見募集

期間

結 果

結果公表
時期

周知方法

結果公表
方法

周知方法

意見募集
結果

持 参

郵 送

F A X

提出方法

結果公表
時期

結果公表
方法

令和 5 7 月ごろ

人数

令和 45 月ごろ
意見募集

時期
令和 5 4 月ごろ

令和 5 9 月ごろ

件数 提出方法 人数 団体数団体数 件数

0

9

0

0

0

00

1

0

1

0

0

0

1

0

1

電子申請

その他

0

7

E-mail

市民参加
達成状況

その他（感想、案件の範疇外の意見等）

対象施策の修正の有無

案を修正しなかった

意見を反映し、案を修正した

意見の
取扱い

・実施告知・結果公表については、窓口だけでなく、HP等で幅広く周知できた。
・徳島市一般廃棄物中間処理施設整備基本計画改定版の資料について、レイアウト等を分かりやすくし
て、市民参加を促し、多様な11件の意見を収集できた。

0

11

0



【様式第２号】

説明会 ／ ワークショップ

令和 5 年 3 月 ～ 5 年 3 月 令和 5 年 3 月 ～ 5 年 3 月

回 回

# 1 人 # 1 人 # 1 人 # 1 人
# 2 人 # 2 人 # 2 人 # 2 人
# 3 人 # 3 人 # 3 人 # 3 人
# 4 人 # 4 人 # 4 人 # 4 人
# 5 人 # 5 人 # 5 人 # 5 人

広報とくしま HP 広報とくしま HP

その他（         ） その他（         ）

アンケート ／ ヒアリング

令和 年 月 ～ 年 月 令和 年 月 ～ 年 月

回 回

件 件
件 ％ 件 ％

広報とくしま HP 広報とくしま HP

その他（         ） その他（         ）

その他

調査方法 調査方法

市民参加手続実施連絡票② 各手続 予定・結果

対象施策の名称 徳島市一般廃棄物中間処理施設整備基本計画【改定版】

予 定 結 果
一般廃棄物中間処理施設整備基本計画改定版
（素案）に関する住民説明会

一般廃棄物中間処理施設整備基本計画改定版
（素案）に関する住民説明会

開催時期 開催時期

開催時間帯 開催時間帯

開催回数 1 開催回数 1

平日夜間 平日夜間

対象者 対象者

場所 場所 市役所（大会議室）市役所（大会議室）

市民 市民

100 8

参加者数 参加者数

予 定 結 果

周知方法 周知方法

市民参加
達成状況

・説明会では、参加者から多様な意見を収集することができた。
・参加者数が予定者数に達しなかったため、周知時期や方法については今後の検討課題である。

調査方法 調査方法

実施時期 実施時期

実施回数 実施回数

対象者 対象者

予 定 結 果

回収見込数

実施方法 実施方法

市民参加
達成状況

回収率

周知方法 周知方法

回収数
配布数回収率配布数



【様式第４号】

（計画期間） （令和6年度　～　令和17年度）

徳島市市民参加
推進本部による

意見

当該施策の策定に係る市民参加手続については、一定の市民参加が図られたものと考
えられる。当該施策の見直し等を行うときは、一層の市民参加がはかられるよう努め
られたい。

市民からの意見 （意見はありませんでした。）

市民参加手続の評価
（総括）

各手続きを通じて、市民の主体的な参画のもと施策を策定できた。

備考
次期計画の策定にあたっては、引き続き多様な方法による市民参加手続きを実施する
ことで、多くの市民の参画を得られるよう努める。

パブリックコメント

回収見込み数には満たなかったが、統計的に充
分な回答数を得ることができ、幅広い年齢層か
ら多様な意見の収集ができた。

計画案を広く公表し、市民等から多様な意見
を求め、提出された意見を考慮し計画に反映
させるため。

市民からの意見等は無く、意見の収集は行えな
かったが、市が策定する他の計画と同時に実施
告知を行うなどにより周知はできた。

アンケートの実施
（第５号）

市民の実態や意識を調査し、計画を推進する
ための資料とするため。

市民会議の設置（第
２号）

本計画の策定・推進に関し、専門的知見や市
民の意見を反映させるため。

公募市民や各種関係団体の代表者等から、健康
づくりや自殺対策に関する多様な意見を多くい
ただくことができ、プランに反映できた。
またホームページにおいて会議資料、会議録を
公表することで市民に周知ができた。

実施方法

市民参加手続実施評価表（令和5年度策定施策）

対象施策の名称 徳島市健康づくり計画（第3次）・徳島市自殺対策計画（第2次）

対象施策の概要
策定の背景

12 か年

健康増進法第８条に基づき、平成２４年度に策定した「徳島健康づくり計画『とくしま・えが
お２１（第２次）』」及び自殺対策基本法第１３条に基づき、平成３０年度に策定した「徳島
市自殺対策計画」の計画期間が終了することに伴い、新たに「徳島市自殺対策計画（第２
次）」を「徳島市健康づくり計画（第３次）」に包摂的に取り組み、心身両面の生涯にわたる
健康づくり計画を一体のものとして策定するもの。

実施した市民参加手続の方法（第７条）
実施理由 実施結果



【様式第２号】

パブリックコメント手続

年 年

直接持参 郵送 FAX 直接持参 郵送 FAX

E-mail HP（電子申請） E-mail HP（電子申請）

その他（　　　　　　　　　） その他（　　　　　　　　　）

HP 課窓口 市民サロン HP 課窓口 市民サロン

情報公開 支所 図書館 情報公開 支所 図書館

ふれ健 その他（　　　　　） ふれ健 その他（　　　　　）

年 年

HP 課窓口 市民サロン HP 課窓口 市民サロン

情報公開 支所 図書館 情報公開 支所 図書館

ふれ健 その他（　　　　　） ふれ健 その他（　　　　　）

人 団体 件 人 団体 件

人 団体 件 人 団体 件

人 団体 件 人 団体 件

件

件

件

有 （修正数：　 ） 無

市民参加
達成状況

その他（感想、案件の範疇外の意見等）

対象施策の修正の有無

案を修正しなかった

意見を反映し、案を修正した

意見の
取扱い

市民からの意見等は無く、意見の収集は行えなかったが、市が策定する他の計画と同時に実施告知を行
うなどにより周知はできた。

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

電子申請

その他

0

0

E-mail

件数

0

0

0

0

0

0

件数 提出方法 人数 団体数団体数

令和 5 12 月ごろ

令和 6 3 月ごろ

令和 125 月ごろ
意見募集

時期

結果公表
時期

周知方法

結果公表
方法

周知方法

意見募集
結果

持　参

郵　送

F A X

提出方法

結果公表
時期

結果公表
方法

令和 6 3 月ごろ

人数

市民参加手続実施連絡票②　各手続　予定・結果

対象施策の名称 徳島市健康づくり計画（第3次）・徳島市自殺対策計画（第2次）

意見提出
方法

意見提出
方法

日間30
意見募集

期間
30 日間

予　定
意見募集

時期
意見募集

期間

結　果



【様式第２号】

附属機関 ／ 市民会議

令和 5 年 6 月 ～ 6 年 3 月 令和 5 年 7 月 ～ 6 年 1 月

回 回

令和 5 年 5 月 ～ 5 年 6 月

 既に委嘱済： 令和 年 月 2 4 2

人 人 人 人

人 人
人 人
人 人
人 人
人 人
人 人

公開 非公開 公開 非公開

広報とくしま HP 広報とくしま HP

その他（　　　　　　　　　） その他（　　　　　　　　　）

市民参加手続実施連絡票②　各手続　予定・結果

対象施策の名称 徳島市健康づくり計画（第3次）・徳島市自殺対策計画（第2次）

予　定 結　果
健康づくり計画及び自殺
対策計画策定市民会議

設置
根拠

要綱

開催時期 開催時期

会議等
の名称

健康づくり計画及び自殺
対策計画策定市民会議

設置
根拠

要綱
会議等
の名称

開催回数 3 開催回数 3

開催時間帯 平日 開催時間帯 平日昼間

応募数 結果

委員の
選出方法

ホームページで公募
健康づくり推進協議会委員、自殺対策推進会
議委員の代表者

委員の
選出方法

ホームページで公募
健康づくり推進協議会委員、自殺対策推進会
議委員の代表者

委員募集
時期

5 月ごろ 委員募集
時期 公募枠

うち

女性委員
8

委員構成
内訳

学識経験者 3

委員構成
内訳

学識経験者 3
公募市民 2

委員人数 18
うち

女性委員
8 委員人数 18

公募市民 2
関係行政機関 3 関係行政機関 2
保健医療福祉関係団体 8 保健医療福祉関係団体 9
地区の市民団体等の代表者 2 地区の市民団体等の代表者 2

周知方法 周知方法

市民参加
達成状況

公募市民や各種関係団体の代表者等から、健康づくりや自殺対策に関する多様な意見を多くいただくこ
とができ、プランに反映できた。
またホームページにおいて会議資料、会議録を公表することで市民に周知ができた。

会議の公開 会議の公開
傍聴人数

（のべ）
1



【様式第２号】

説明会 ／ ワークショップ

令和 年 月 ～ 年 月 令和 年 月 ～ 年 月

回 回

# 1 人 # 1 人 # 1 人 # 1 人
# 2 人 # 2 人 # 2 人 # 2 人
# 3 人 # 3 人 # 3 人 # 3 人
# 4 人 # 4 人 # 4 人 # 4 人
# 5 人 # 5 人 # 5 人 # 5 人

広報とくしま HP 広報とくしま HP

その他（　　　　　　　　　） その他（　　　　　　　　　）

アンケート ／ ヒアリング

令和 5 年 8 月 ～ 5 年 8 月 令和 5 年 8 月 ～ 5 年 8 月

回 回

件 件
件 ％ 件 ％

広報とくしま HP 広報とくしま HP

その他（　　　　　　　　　） その他（　　　　　　　　　）

その他

回収率
562

周知方法 周知方法

回収数35.0 27.8
2022配布数回収率配布数 2000

予　定 結　果

回収見込数 700

実施方法 実施方法

市民参加
達成状況

回収見込み数には満たなかったが、統計的に充分な回答数を得ることができ、幅広い年齢層から多様な
意見の収集ができた。

１８歳以上の市民

実施時期 実施時期

令和5年7月１２日時点で満１８歳以上の住
民基本台帳登録者2,022人

実施回数 1 実施回数 1

対象者 対象者

調査票の郵送

予　定 結　果

周知方法 周知方法

市民参加
達成状況

調査方法 調査票の郵送 調査方法

参加者数 参加者数

対象者 対象者

場所 場所

開催時期 開催時期

開催時間帯 開催時間帯

開催回数 開催回数

調査方法 調査方法

市民参加手続実施連絡票②　各手続　予定・結果

対象施策の名称 徳島市健康づくり計画（第3次）・徳島市自殺対策計画（第2次）

予　定 結　果



【様式第４号】

（計画期間） （令和６年度　～　令和８年度）

徳島市市民参加
推進本部による

意見

当該施策の策定に係る市民参加手続については、一定の市民参加が図られたものと考
えられる。当該施策の見直し等を行うときは、一層の市民参加が図られるよう努めら
れたい。

市民からの意見 （意見はありませんでした。）

市民参加手続の評価
（総括）

各手続の告知などについての周知を適切に行い、複数の手続の実施により、多くの市
民参加が図られ、多種多様な意見を可能なかぎり収集できた。

備考
アンケートについて、件数や時期などを改めて検討し、より多くの意見を収集できる
ようにしたい。

　委員が参加しやすいよう前もって会場を用意し、日
程調整を細かく行った結果、多くの委員にご参加いた
だき、貴重な意見を賜ることができた。

市民会議の設置（第
２号）

計画策定にあたり、市民の意見・感覚等を反
映させるため。

計画策定にあたり基礎資料とするため。

①在宅介護実態調査（自宅訪問）
認定調査（要介護認定を申請された高齢者の自宅での
調査）の際に実施したもので、認定調査員のスケ
ジュール等から上手くアンケートにご協力いただける
時間を作ることが困難であった。

②介護予防・日常生活圏域ニーズ調査
回収見込数以上に回収できたことから、周知方法や回
答方法などについて適切に実施できた結果と考える。

③居所変更実態調査（郵送）
回収見込数以上に回収できたことから、周知方法や回
答方法などについて適切に実施できた結果と考える。

アンケートの実施
（第５号）

パブリックコメント

実施方法

市民参加手続実施評価表（令和５年度策定施策）

対象施策の名称 徳島市高齢者福祉計画及び介護保険事業計画

対象施策の概要
策定の背景

3 か年

老人福祉法第20条の8及び介護保険法第117条の規定に基づき、高齢者福祉計画及び介
護保険事業計画の円滑な運営のため、令和6年度から令和8年度の3年間を計画期間と
し一体的に策定する。

実施した市民参加手続の方法（第７条）
実施理由 実施結果

計画素案について、広く市民の意見を求める
ため。

・実施告示、結果公表等について、適切なタイミン
グ・方法で周知できた。
・資料の構成や一連の手続きについて、市民にとって
わかりやすいものとしたが、意見は１件であった。
この結果を踏まえて、改善点などを次回に向けて検討
したい。



【様式第２号】

パブリックコメント手続

年 年

直接持参 郵送 FAX 直接持参 郵送 FAX

E-mail HP（電子申請） E-mail HP（電子申請）

その他（　　　　　　　　　） その他（　　　　　　　　　）

HP 課窓口 市民サロン HP 課窓口 市民サロン

情報公開 支所 図書館 情報公開 支所 図書館

ふれ健 その他（　　　　　） ふれ健 その他（　　　　　）

年 年

HP 課窓口 市民サロン HP 課窓口 市民サロン

情報公開 支所 図書館 情報公開 支所 図書館

ふれ健 その他（　　　　　） ふれ健 その他（　　　　　）

人 団体 件 人 団体 件

人 団体 件 人 団体 件

人 団体 件 人 団体 件

件

件

件

有 （修正数：　 ） 無

市民参加
達成状況

その他（感想、案件の範疇外の意見等）

対象施策の修正の有無

案を修正しなかった

意見を反映し、案を修正した

意見の
取扱い

・実施告示、結果公表等について、適切なタイミング・方法で周知できた。
・資料の構成や一連の手続きについて、市民にとってわかりやすいものとしたが、意見は１件であった。
　この結果を踏まえて、改善点などを次回に向けて検討したい。

0

1

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

電子申請

その他

0

1

E-mail

件数

0

1

0

0

0

0

件数 提出方法 人数 団体数団体数

令和 5 12 月ごろ

令和 6 3 月ごろ

令和 125 月ごろ
意見募集

時期

結果公表
時期

周知方法

結果公表
方法

周知方法

意見募集
結果

持　参

郵　送

F A X

提出方法

結果公表
時期

結果公表
方法

令和 6 3 月ごろ

人数

市民参加手続実施連絡票②　各手続　予定・結果

対象施策の名称 徳島市高齢者福祉計画及び介護保険事業計画

意見提出
方法

意見提出
方法

日間30
意見募集

期間
30 日間

予　定
意見募集

時期
意見募集

期間

結　果



【様式第２号】

附属機関 ／ 市民会議

令和 5 年 7 月 ～ 6 年 2 月 令和 5 年 8 月 ～ 6 年 1 月

回 回

令和 5 年 4 月 ～ 5 年 6 月

 既に委嘱済： 令和 年 月 2 4 2

人 人 人 人

人 人
人 人
人 人
人 人
人 人
人 人

公開 非公開 公開 非公開

広報とくしま HP 広報とくしま HP

その他（　　　　　　　　　） その他（　　　　　　　　　）

学識経験者 3
保健・医療・介護・福祉関係者 13

公募枠 応募数 結果

その他市長が必要と認める者 6

11
うち

女性委員

公募市民については小論文により選考する。その
他の委員については、団体に所属する者の中から
選定する。

周知方法

会議の公開 会議の公開

周知方法

傍聴人数

（のべ）
1

会議等
の名称

3
13
5

学識経験者
保健・医療・介護・福祉関係者
その他市長が必要と認める者

うち

女性委員

委員の
選出方法

開催時間帯

開催回数 3

平日昼間 平日昼間

委員の
選出方法

公募市民については小論文により選考する。その
他の委員については、団体に所属する者の中から
選定する。

4

市民参加
達成状況

委員が参加しやすいよう前もって会場を用意し、日程調整を細かく行った結果、多くの委員にご参加い
ただき、貴重な意見を賜ることができた。

開催回数

委員募集
時期

4

22

委員構成
内訳

委員構成
内訳

委員人数 約25 委員人数

委員募集
時期

月ごろ

開催時間帯

市民参加手続実施連絡票②　各手続　予定・結果

対象施策の名称 徳島市高齢者福祉計画及び介護保険事業計画

予　定 結　果
設置
根拠

介護保険法

第１１７号

第１項

開催時期 開催時期

会議等
の名称

設置
根拠

介護保険法

第１１７号

第１項

徳島市高齢者福祉計画及び介
護保険事業計画策定委員会

徳島市高齢者福祉計画及び介
護保険事業計画策定委員会



【様式第２号】

説明会 ／ ワークショップ

令和 年 月 ～ 年 月 令和 年 月 ～ 年 月

回 回

# 1 人 # 1 人 # 1 人 # 1 人
# 2 人 # 2 人 # 2 人 # 2 人
# 3 人 # 3 人 # 3 人 # 3 人
# 4 人 # 4 人 # 4 人 # 4 人
# 5 人 # 5 人 # 5 人 # 5 人

広報とくしま HP 広報とくしま HP

その他（　　　　　　　　　） その他（　　　　　　　　　）

アンケート ／ ヒアリング

令和 4 年 7 月 ～ 4 年 12 月 令和 4 年 7 月 ～ 4 年 12 月

回 回

件 件
件 ％ 件 ％

広報とくしま HP 広報とくしま HP

その他（　　　　　　　　　） その他（　　　　　　　　　）

その他

実施方法 実施方法

周知方法 周知方法

市民参加
達成状況

認定調査（要介護認定を申請された高齢者の自宅での調査）の際に実施したもので、認定調査員のスケ
ジュール等から上手くアンケートにご協力いただける時間を作ることが困難であった。

予　定 結　果

37.8

対象者
実施時期における要介護(支援)認定の更新又
は区分変更申請者及び当該申請者の介護者

対象者
実施時期における要介護(支援)認定の更新又
は区分変更申請者及び当該申請者の介護者

配布数 600 回収率 配布数 600 回収率
回収見込数 600 100.0 回収数 227

1

市民参加
達成状況

予　定 結　果

調査方法 在宅介護実態調査 調査方法 在宅介護実態調査（自宅訪問）

実施時期 実施時期

実施回数 1 実施回数

周知方法 周知方法

参加者数 参加者数

場所 場所

対象者 対象者

開催回数 開催回数

開催時期 開催時期

開催時間帯 開催時間帯

調査方法 調査方法

市民参加手続実施連絡票②　各手続　予定・結果

対象施策の名称 徳島市高齢者福祉計画及び介護保険事業計画

予　定 結　果



【様式第２号】

説明会 ／ ワークショップ

令和 年 月 ～ 年 月 令和 年 月 ～ 年 月

回 回

# 1 人 # 1 人 # 1 人 # 1 人
# 2 人 # 2 人 # 2 人 # 2 人
# 3 人 # 3 人 # 3 人 # 3 人
# 4 人 # 4 人 # 4 人 # 4 人
# 5 人 # 5 人 # 5 人 # 5 人

広報とくしま HP 広報とくしま HP

その他（　　　　　　　　　） その他（　　　　　　　　　）

アンケート ／ ヒアリング

令和 4 年 11 月 ～ 4 年 11 月 令和 4 年 11 月 ～ 4 年 12 月

回 回

件 件
件 ％ 件 ％

広報とくしま HP 広報とくしま HP

その他（　　　　　　　　　） その他（　　　　　　　　　）

その他

回収率
1910

周知方法 周知方法

回収数50.0 59.7
3200配布数回収率配布数 3200

予　定 結　果

回収見込数 1600

実施方法 実施方法

市民参加
達成状況

回収見込数以上に回収できたことから、周知方法や回答方法などについて適切に実施できた結果と考え
る。

令和４年１１月１日時点で６５歳以上の者
（要介護認定者を除く）

実施時期 実施時期

令和４年１１月１日時点で６５歳以上の者
（要介護認定者を除く）

実施回数 1 実施回数 1

対象者 対象者

介護予防・日常生活圏域ニーズ調査

予　定 結　果

周知方法 周知方法

市民参加
達成状況

調査方法 介護予防・日常生活圏域ニーズ調査 調査方法

参加者数 参加者数

対象者 対象者

場所 場所

開催時期 開催時期

開催時間帯 開催時間帯

開催回数 開催回数

調査方法 調査方法

市民参加手続実施連絡票②　各手続　予定・結果

対象施策の名称 徳島市高齢者福祉計画及び介護保険事業計画

予　定 結　果



【様式第２号】

説明会 ／ ワークショップ

令和 年 月 ～ 年 月 令和 年 月 ～ 年 月

回 回

# 1 人 # 1 人 # 1 人 # 1 人
# 2 人 # 2 人 # 2 人 # 2 人
# 3 人 # 3 人 # 3 人 # 3 人
# 4 人 # 4 人 # 4 人 # 4 人
# 5 人 # 5 人 # 5 人 # 5 人

広報とくしま HP 広報とくしま HP

その他（　　　　　　　　　） その他（　　　　　　　　　）

アンケート ／ ヒアリング

令和 5 年 4 月 ～ 5 年 5 月 令和 5 年 5 月 ～ 5 年 5 月

回 回

件 件
件 ％ 件 ％

広報とくしま HP 広報とくしま HP

その他（　　　　　　　　　） その他（　　　　　　　　　）

その他

実施方法 実施方法

周知方法 周知方法

市民参加
達成状況

回収見込数以上に回収できたことから、周知方法や回答方法などについて適切に実施できた結果と考え
る。

予　定 結　果

55.6

対象者
実施時期における要介護(支援)認定の更新又
は区分変更申請者及び当該申請者の介護者

対象者
実施時期における要介護(支援)認定の更新又
は区分変更申請者及び当該申請者の介護者

配布数 1000 回収率 配布数 1000 回収率
回収見込数 500 50.0 回収数 556

1

市民参加
達成状況

予　定 結　果

調査方法 在宅介護実態調査 調査方法 在宅介護実態調査（郵送）

実施時期 実施時期

実施回数 1 実施回数

周知方法 周知方法

参加者数 参加者数

場所 場所

対象者 対象者

開催回数 開催回数

開催時期 開催時期

開催時間帯 開催時間帯

調査方法 調査方法

市民参加手続実施連絡票②　各手続　予定・結果

対象施策の名称 徳島市高齢者福祉計画及び介護保険事業計画

予　定 結　果



【様式第４号】

（計画期間） （令和６年度　～　令和１１年度）

徳島市市民参加
推進本部による

意見

当該施策の策定に係る市民参加手続については、一定の市民参加が図られたものと考
えられる。当該施策の見直し等を行うときは、一層の市民参加が図られるよう努めら
れたい。

市民からの意見 （意見はありませんでした。）

市民参加手続の評価
（総括）

市民参加手続の実施にあたっては委員の募集に電子申請やLoGoフォームを活用し、市民
がより参加しやすい環境づくりに努めた。また、パブリックコメントの募集については
適切な期間を確保し、得られた意見は適宜ホームページ上で公表し計画の内容にも反映
させた。これらのことから、市民の主体的な参画のもと計画を策定できたと考えている。

備考

市民アンケート調査を実施する際は、送付したアンケートの回答方法について、LoGo
フォーム等紙の調査票の郵送回収以外の方法を検討し、回答方法の選択肢を増やすこと
で回答率の向上に努める。また、市民会議委員の男女比率について、女性の占める割合
の向上に努める。

パブリックコメント

一般市民、障害者手帳を所持している方、
また手帳を所持している児童の保護者など、
複数の層に調査用紙を配布したことで幅広
く回答を得ることができた。

計画素案を公表し、意見を広く求めること
により、より良い計画の策定を目指すため

意見の募集にあたり、新たにLoGoフォームを
活用するなど、市民が意見を提出しやすい環
境作りに努めたが、2件に留まり、意見の収集
の実績としては改善の余地を残す結果となった。

アンケートの実施
（第５号）

計画策定の基礎資料を得るため

市民会議の設置（第
２号）

広く市民の意見を求めるため

電子申請による受付など、時間の制限を受
けない、申込しやすい方法で募集を行った。
当事者や当事者家族も公募市民として参加し、
多様な意見を収集することができた。

実施方法

市民参加手続実施評価表（令和５年度策定施策）

対象施策の名称 徳島市障害者計画及び徳島市障害福祉計画の策定

対象施策の概要
策定の背景

6 か年

　障害者計画は、障害者基本法第１１条第３項に基づき徳島市の障害者施策の基本的事項
を定めたものであるが、令和５年度で計画期間が終了するため今後の施策について新たな
計画を策定する必要があった。

実施した市民参加手続の方法（第７条）
実施理由 実施結果



【様式第２号】

パブリックコメント手続

年 年

直接持参 郵送 FAX 直接持参 郵送 FAX

E-mail HP（電子申請） E-mail HP（電子申請）

その他（　　　　　　　　　） その他（　　　　　　　　　）

HP 課窓口 市民サロン HP 課窓口 市民サロン

情報公開 支所 図書館 情報公開 支所 図書館

ふれ健 その他（　　　　　） ふれ健 その他（　　　　　）

年 年

HP 課窓口 市民サロン HP 課窓口 市民サロン

情報公開 支所 図書館 情報公開 支所 図書館

ふれ健 その他（　　　　　） ふれ健 その他（　　　　　）

人 団体 件 人 団体 件

人 団体 件 人 団体 件

人 団体 件 人 団体 件

件

件

件

有 （修正数：　 ） 無

市民参加
達成状況

意見の募集にあたり、新たにLoGoフォームを活用するなど、市民が意見を提出しやすい環境作りに努め
たが、2件に留まり、意見の収集の実績としては改善の余地を残す結果となった。

0

その他（感想、案件の範疇外の意見等） 0

対象施策の修正の有無 2

意見の
取扱い

意見を反映し、案を修正した 2

案を修正しなかった

意見募集
結果

F A X 0 0 0

郵　送 0 0 0 1 0 2

その他 0 0 0

電子申請

人数 団体数 件数

持　参 0 0 0 E-mail 0 0

提出方法 人数 団体数 件数 提出方法

0

令和 6 3 月ごろ

結果公表
方法

結果公表
方法

結果公表
時期

令和 6 3 月ごろ
結果公表

時期

周知方法 周知方法

意見募集
時期

令和 5

30 日間

意見提出
方法

意見提出
方法

12 月ごろ

意見募集
期間

30 日間
意見募集

期間

意見募集
時期

令和 5 12 月ごろ

市民参加手続実施連絡票②　各手続　予定・結果

対象施策の名称 徳島市障害者計画及び徳島市障害福祉計画の策定

予　定 結　果



【様式第２号】

附属機関 ／ 市民会議

令和 5 年 7 月 ～ 6 年 1 月 令和 5 年 7 月 ～ 6 年 1 月

回 回

令和 5 年 5 月 ～ 5 年 5 月

 既に委嘱済： 令和 年 月 2 2 2

人 人 人 人

人 人
人 障害者団体 人
人 雇用促進関係者 人
人 医療関係者 人
人 教育関係者 人
人 人
人 人
人 人
人 人
人 人
人 人

公開 非公開 公開 非公開

広報とくしま HP 広報とくしま HP

その他（各支所にチラシ配付） その他（担当課と支所に募集案内を配架）
周知方法 周知方法

市民参加
達成状況

電子申請による受付など、開庁時間のみに限定されない、申込しやすい募集を行った。
官・民の関係各機関から推薦を受けた委員だけではなく、当事者や当事者家族も公募市民として
参加し、多様な意見を収集することができた。

公募市民 2 公募市民 2

会議の公開 会議の公開
傍聴人数

（のべ）
0人

福祉施設関係者 5 福祉施設関係者 5
障害者代表 2 障害者代表 2

社会福祉関係者 2 社会福祉関係者 2
福祉行政関係者 4 福祉行政関係者 4

教育関係者 1 1
建築関係者 1 建築関係者 1

3
雇用促進関係者 1 1
医療関係者 1 1

うち

女性委員
8

委員構成
内訳

学識経験者 1

委員構成
内訳

学識経験者 1
障害者団体 3

委員人数 23
うち

女性委員
8 委員人数 23

応募数 結果

委員の
選出方法

団体からの推薦及び公募
委員の

選出方法
団体からの推薦及び公募

委員募集
時期

5 月ごろ 委員募集
時期 公募枠

開催回数 4 開催回数 4

開催時間帯 平日昼間 開催時間帯 平日昼間

徳島市障害者計画及び徳
島市障害福祉計画策定市
民会議

設置
根拠

要綱

開催時期 開催時期

会議等
の名称

徳島市障害者計画及び徳
島市障害福祉計画策定市
民会議

設置
根拠

要綱
会議等
の名称

市民参加手続実施連絡票②　各手続　予定・結果

対象施策の名称 徳島市障害者計画及び徳島市障害福祉計画の策定

予　定 結　果



【様式第２号】

説明会 ／ ワークショップ

令和 年 月 ～ 年 月 令和 年 月 ～ 年 月

回 回

# 1 人 # 1 人 # 1 人 # 1 人
# 2 人 # 2 人 # 2 人 # 2 人
# 3 人 # 3 人 # 3 人 # 3 人
# 4 人 # 4 人 # 4 人 # 4 人
# 5 人 # 5 人 # 5 人 # 5 人

広報とくしま HP 広報とくしま HP

その他（　　　　　　　　　） その他（　　　　　　　　　）

アンケート ／ ヒアリング

令和 5 年 7 月 ～ 5 年 8 月 令和 5 年 7 月 ～ 5 年 8 月

回 回

件 件
件 ％ 件 ％

広報とくしま HP 広報とくしま HP

その他（　　　　　　　　　） その他（　　　　　　　　　）

その他

実施方法 実施方法

周知方法 周知方法

市民参加
達成状況

一般市民、障害者手帳を所持している方、また手帳を所持している児童の保護者など、複数の層
に調査用紙を配布したことで、幅広く回答を得ることができた。

予　定 結　果

34.8

対象者
①18歳以上の障害者手帳所持者　900人
②18歳以上の市民　500人
③障害児通所支援受給者　100人

対象者
①18歳以上の障害者手帳所持者　900人
②18歳以上の市民　500人
③障害児通所支援受給者　100人

配布数 1500 回収率 配布数 1500 回収率
回収見込数 600 40.0 回収数 522

1

市民参加
達成状況

予　定 結　果

調査方法 調査票の郵送 調査方法 調査票の郵送

実施時期 実施時期

実施回数 1 実施回数

周知方法 周知方法

参加者数 参加者数

場所 場所

対象者 対象者

開催回数 開催回数

開催時期 開催時期

開催時間帯 開催時間帯

調査方法 調査方法

市民参加手続実施連絡票②　各手続　予定・結果

対象施策の名称 徳島市障害者計画及び徳島市障害福祉計画の策定

予　定 結　果



【様式第４号】

（計画期間） （令和６年度　～　令和１５年度）

徳島市市民参加
推進本部による

意見

当該施策の策定に係る市民参加手続については、一定の市民参加が図られたものと考えられ
る。一方、その他（第６号）の方法として実施した地域公共交通活性化協議会については、当
初、市民会議（第２号）として実施、周知する等、手続きの精査や事務局との連携が不十分で
あった。
当該施策の見直し等を行うときは、十分に内容を精査の上、一層の市民参加が図られるよう努
められたい。

市民からの意見 （意見はありませんでした。）

市民参加手続の評価
（総括）

適切に市民参加手続きを実施することで、市民の参画のもとで計画を策定することが
できた。

備考 次期改定時には、さらに多くの意見が集まるよう、周知方法の検討を行う。

アンケートの実施
（第５号）

委員数19人。
計画策定のための主な議題として、令和5年6月
29日に「市民・利用者ｱﾝｹｰﾄ調査案」、9月28日
に「ｱﾝｹｰﾄ結果」、11月1日に「計画素案」、令
和6年2月20日に「ﾊﾟﾌﾞﾘｯｸｺﾒﾝﾄ結果」を協議し
た。

市民を対象としたアンケートにより、公共交
通の現状を把握するため。

調査票の他、別紙として用語の解説や事業の説明を行
い、アンケートを行うと同時に市民への事業の周知を
図ることができた。また、郵送の他、Webによる回答
も可能としたため、前計画策定時を上回る回答を得る
ことができた。

その他（第６号）

地域公共交通活性化再生法に基づく「徳島市
地域公共交通活性化協議会」において、公共
交通の利用者や事業者、道路管理者、公安委
員会、学識経験者、経済・福祉団体等の多様
な主体間で、計画策定について話し合う。

パブリックコメント

実施方法

市民参加手続実施評価表（令和5年度策定施策）

対象施策の名称 徳島市地域公共交通計画

対象施策の概要
策定の背景

10 か年

令和2年11月に改正した地域公共交通活性化再生法に基づき、「地域にとって望ましい地域旅客
運送サービスの姿」を明らかにする地域公共交通のマスタープランとなる「地域公共交通計
画」を策定するもの。

実施した市民参加手続の方法（第７条）
実施理由 実施結果

市民から広く計画について意見を募るため

実施の告知及び結果公表について、適切に行うことが
できた。
意見の提出方法としてLogoフォームを活用すること
で、市民の利便性を確保することができた。



【様式第２号】

パブリックコメント手続

年 年

直接持参 郵送 FAX 直接持参 郵送 FAX

E-mail HP（電子申請） E-mail HP（電子申請）

その他（　　　　　　　　　） その他（　　　　　　　　　）

HP 課窓口 市民サロン HP 課窓口 市民サロン

情報公開 支所 図書館 情報公開 支所 図書館

ふれ健 その他（　　　　　） ふれ健 その他（　　　　　）

年 年

HP 課窓口 市民サロン HP 課窓口 市民サロン

情報公開 支所 図書館 情報公開 支所 図書館

ふれ健 その他（　　　　　） ふれ健 その他（　　　　　）

人 団体 件 人 団体 件

人 団体 件 人 団体 件

人 団体 件 人 団体 件

件

件

件

有 （修正数：　 ） 無

市民参加
達成状況

その他（感想、案件の範疇外の意見等）

対象施策の修正の有無

案を修正しなかった

意見を反映し、案を修正した

意見の
取扱い

実施の告知及び結果公表について、適切に行うことができた。
意見の提出方法としてLogoフォームを活用することで、市民の利便性を確保することができた。

0

0

3

0

1

0

0

0

0

0

1

0

0

電子申請

その他

0

2

E-mail

件数

0

2

0

0

0

0

件数 提出方法 人数 団体数団体数

令和 5 12 月ごろ

令和 6 3 月ごろ

令和 125 月ごろ
意見募集

時期

結果公表
時期

周知方法

結果公表
方法

周知方法

意見募集
結果

持　参

郵　送

F A X

提出方法

結果公表
時期

結果公表
方法

令和 6 3 月ごろ

人数

市民参加手続実施連絡票②　各手続　予定・結果

対象施策の名称 徳島市地域公共交通計画

意見提出
方法

意見提出
方法

日間30
意見募集

期間
30 日間

予　定
意見募集

時期
意見募集

期間

結　果



【様式第２号】

説明会 ／ ワークショップ

令和 年 月 ～ 年 月 令和 年 月 ～ 年 月

回 回

# 1 人 # 1 人 # 1 人 # 1 人
# 2 人 # 2 人 # 2 人 # 2 人
# 3 人 # 3 人 # 3 人 # 3 人
# 4 人 # 4 人 # 4 人 # 4 人
# 5 人 # 5 人 # 5 人 # 5 人

広報とくしま HP 広報とくしま HP

その他（　　　　　　　　　） その他（　　　　　　　　　）

アンケート ／ ヒアリング

令和 5 年 8 月 ～ 5 年 8 月 令和 5 年 8 月 ～ 5 年 8 月

回 回

件 件
件 ％ 件 ％

広報とくしま HP 広報とくしま HP

その他（　　　　　　　　　） その他（　　　　　　　　　）

その他

回収率
1032

周知方法 周知方法

回収数33.3 34.4
3000配布数回収率配布数 3000

予　定 結　果

回収見込数 1000

実施方法

公共交通の利用者や事業者、道路管理者、公
安委員会、学識経験者、経済・福祉団体等の
多様な主体からなる「徳島市地域公共交通活
性化協議会」において、計画策定について話
し合う。

実施方法

計画策定のための主な議題として、令和5年
6月29日に「市民・利用者ｱﾝｹｰﾄ調査案」、9
月28日に「ｱﾝｹｰﾄ結果」、11月1日に「計画
素案」、令和6年2月20日に「ﾊﾟﾌﾞﾘｯｸｺﾒﾝﾄ結
果」を協議した。

市民参加
達成状況

調査票の他、別紙として用語の解説や事業の説明を行い、アンケートを行うと同時に市民への事業の周知を図ること
ができた。また、郵送の他、Webによる回答も可能としたため、前計画策定時を上回る回答を得ることができた。

令和5年7月6日時点で満16歳以上の住民記録
台帳登録者3,000人

実施時期 実施時期

令和5年7月6日時点で満16歳以上の住民記録
台帳登録者3,000人

実施回数 1 実施回数 1

対象者 対象者

郵送及びWeb回答

予　定 結　果

周知方法 周知方法

市民参加
達成状況

調査方法 郵送 調査方法

参加者数 参加者数

対象者 対象者

場所 場所

開催時期 開催時期

開催時間帯 開催時間帯

開催回数 開催回数

調査方法 調査方法

市民参加手続実施連絡票②　各手続　予定・結果

対象施策の名称 徳島市地域公共交通計画

予　定 結　果



【様式第４号】

パブリックコメント

実施方法

市民参加手続実施評価表（令和５年度策定施策）

対象施策の名称 ひょうたん島川の駅ネットワーク構想

対象施策の概要
策定の背景

実施した市民参加手続の方法（第７条）
実施理由 実施結果

構想素案について、広く市民の意見を求める
ため。

幅広く意見を募集することができるよう広報と
くしまやホームページ等で周知し、貴重な意見
を得ることができた。

当初は平成26年3月に策定し、平成29年3月に見直しを行ったが、ひょうたん島周辺を含めた社
会情勢等の変化を鑑み、構想の目的であった「中心部への人々の誘導、また、移動手段として
の取り組みを進めることで、人の流れを生み出し、にぎわいにつなげる」ことに加え、イベン
ト等との連携など、「アミューズメント性」を高めることにより、賑わい創出を図るなど、今
後、効率的・効果的に事業を推進していくため、構想の見直しを行うもの。

ホームページ等において市民会議開催の周知、
会議資料、会議録の公開を適切に実施した。ま
た、学識経験者や各関係団体等で構成された委
員による幅広い意見を得ることができた。

市民会議の設置（第
２号）

構想策定にあたり、市民の意見・感覚等を反
映させるため。

徳島市市民参加
推進本部による

意見

当該施策の策定に係る市民参加手続については、一定の市民参加が図られたものと考
えられる。当該施策の見直し等を行うときは、一層の市民参加が図られるよう努めら
れたい。

市民からの意見 （意見はありませんでした。）

市民参加手続の評価
（総括）

パブリックコメントや市民会議の実施により、市民からの貴重な意見、また、学識経
験者や各関係団体等から幅広い意見を得ることができ、構想に反映することができ
た。

備考
次期構想の策定にあたっては、引き続き多様な方法による市民参加手続きを実施する
ことで、多くの市民の参画を得られるよう努める。



【様式第２号】

パブリックコメント手続

年 年

直接持参 郵送 FAX 直接持参 郵送 FAX

E-mail HP（電子申請） E-mail HP（電子申請）

その他（         ） その他（         ）

HP 課窓口 市民サロン HP 課窓口 市民サロン

情報公開 支所 図書館 情報公開 支所 図書館

ふれ健 その他（     ） ふれ健 その他（     ）

年 年

HP 課窓口 市民サロン HP 課窓口 市民サロン

情報公開 支所 図書館 情報公開 支所 図書館

ふれ健 その他（     ） ふれ健 その他（     ）

人 団体 件 人 団体 件

人 団体 件 人 団体 件

人 団体 件 人 団体 件

件

件

件

有 （修正数：  ） 無

市民参加手続実施連絡票② 各手続 予定・結果

対象施策の名称 ひょうたん島川の駅ネットワーク構想

意見提出
方法

意見提出
方法

日間30
意見募集

期間
30 日間

予 定
意見募集

時期
意見募集

期間

結 果

結果公表
時期

周知方法

結果公表
方法

周知方法

意見募集
結果

持 参

郵 送

F A X

提出方法

結果公表
時期

結果公表
方法

令和 5 6 月ごろ

人数

令和 35 月ごろ
意見募集

時期
令和 5 3 月ごろ

令和 5 6 月ごろ

件数 提出方法 人数 団体数団体数 件数

0

4

0

0

0

00

0

0

0

0

0

0

0

0

0

電子申請

その他

0

4

E-mail

市民参加
達成状況

その他（感想、案件の範疇外の意見等）

対象施策の修正の有無

案を修正しなかった

意見を反映し、案を修正した

意見の
取扱い

幅広く意見を募集することができるよう広報とくしまやホームページ等で周知し、貴重な意見を得るこ
とができた。

0

4

0



【様式第２号】

附属機関 ／ 市民会議

令和 4 年 11 月 ～ 5 年 6 月 令和 4 年 12 月 ～ 5 年 5 月

回 回

令和 4 年 9 月 ～ 4 年 9 月

 既に委嘱済： 令和 年 月 1 2 1

人 人 人 人

人 人
人 人
人 人
人 人
人 人
人 人

公開 非公開 公開 非公開

広報とくしま HP 広報とくしま HP

その他（         ） その他（         ）

ひょうたん島川の駅ネット
ワーク構想策定市民会議

設置
根拠

要綱

開催時期 開催時期

会議等
の名称

設置
根拠

要綱
ひょうたん島川の駅ネット
ワーク構想策定市民会議

平日昼間

会議等
の名称

市民参加手続実施連絡票② 各手続 予定・結果

対象施策の名称 ひょうたん島川の駅ネットワーク構想

予 定 結 果

委員人数 10 委員人数

委員募集
時期

月ごろ

委員の
選出方法

見識を有する者、公募市民等の中から市長が
依頼する

4
うち

女性委員

委員の
選出方法

開催回数

委員募集
時期

9

開催時間帯

開催回数

開催時間帯 平日昼間

3

1

学識経験者
まちづくり・建築
産業・観光

3

1
3
3
1
1

会議の公開

公募 1

会議の公開

周知方法

傍聴人数

（のべ）
0

委員構成
内訳

委員構成
内訳 メディア 1

子ども 1
メディア
子ども
公募

市民参加
達成状況

ホームページ等において審議会開催の周知、会議資料、会議録の公開を適切に実施した。学識経験者や
各関係団体等で構成された委員による幅広い意見を得ることができた。

公募枠 応募数 結果

産業・観光 3

4
うち

女性委員

見識を有する者、公募市民等の中から市長が
依頼する

10

学識経験者 1
まちづくり・建築 3

周知方法



【様式第４号】

（計画期間） （令和５年度　～　令和２４年度）

徳島市市民参加
推進本部による

意見

当該施策の策定に係る市民参加手続については、一定の市民参加が図られたものと考
えられる。当該施策の見直し等を行うときは、一層の市民参加が図られるよう努めら
れたい。

市民からの意見 （意見はありませんでした。）

市民参加手続の評価
（総括）

パブリックコメントの実施により市民からの貴重な意見をいただくとともに、学識経
験者や緑に関係する団体等の審議会委員から幅広い意見を得ることができ、計画に反
映することができた。

備考

パブリックコメントの実施により、１人から２
件の貴重な意見を得ることできた。

パブリックコメント
徳島市緑の基本計画の改定案を広く公表する
ことで市民等から多様な意見を求め、提出さ
れた意見を考慮しプランに反映させるため。

附属機関への付議
（第１号）

徳島市緑化条例第５条の規定により、「審議
会の意見を聞き、緑化計画を策定し、その実
施に努めなければならない」とされているた
め。

ホームページ等において審議会開催の周知、会
議資料、会議録の公開を適切に実施した。学識
経験者や各関係団体等で構成された委員による
幅広い意見を得ることができた。

実施方法

市民参加手続実施評価表（令和５年度策定施策）

対象施策の名称 徳島市緑の基本計画(改定)

対象施策の概要
策定の背景

20 か年

本市では、平成１３年度に「徳島市緑の計画」を策定し、潤いと安らぎの緑のまちづくりを進
めてきました。策定から２０年が経過する中で、市内の緑の状況、緑を取り巻く社会環境が大
きく変化しており、これまでの取り組みを踏まえながら、緑のまちづくりを計画的に進めるた
め改定計画を策定するもの。

実施した市民参加手続の方法（第７条）
実施理由 実施結果



【様式第２号】

パブリックコメント手続

年 年

直接持参 郵送 FAX 直接持参 郵送 FAX

E-mail HP（電子申請） E-mail HP（電子申請）

その他（　　　　　　　　　） その他（　　　　　　　　　）

HP 課窓口 市民サロン HP 課窓口 市民サロン

情報公開 支所 図書館 情報公開 支所 図書館

ふれ健 その他（　　　　　） ふれ健 その他（　　　　　）

年 年

HP 課窓口 市民サロン HP 課窓口 市民サロン

情報公開 支所 図書館 情報公開 支所 図書館

ふれ健 その他（　　　　　） ふれ健 その他（　　　　　）

人 団体 件 人 団体 件

人 団体 件 人 団体 件

人 団体 件 人 団体 件

件

件

件

有 （修正数：　 ） 無

市民参加
達成状況

その他（感想、案件の範疇外の意見等）

対象施策の修正の有無

案を修正しなかった

意見を反映し、案を修正した

意見の
取扱い

パブリックコメントの実施により、１人から２件の貴重な意見を得ることできた。

0

2

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

電子申請

その他

0

1

E-mail

件数

0

2

0

0

0

0

件数 提出方法 人数 団体数団体数

令和 5 3 月ごろ

令和 5 6 月ごろ

令和 35 月ごろ
意見募集

時期

結果公表
時期

周知方法

結果公表
方法

周知方法

意見募集
結果

持　参

郵　送

F A X

提出方法

結果公表
時期

結果公表
方法

令和 5 6 月ごろ

人数

市民参加手続実施連絡票②　各手続　予定・結果

対象施策の名称 徳島市緑の基本計画(改定)

意見提出
方法

意見提出
方法

日間30
意見募集

期間
30 日間

予　定
意見募集

時期
意見募集

期間

結　果



【様式第２号】

附属機関 ／ 市民会議

令和 4 年 11 月 ～ 5 年 5 月 令和 4 年 11 月 ～ 5 年 1 月

回 回

令和 年 月 ～ 年 月

 既に委嘱済： 令和 4 年 7 月

人 人 人 人

人 人
人 人
人 人
人 人
人 人
人 人

公開 非公開 公開 非公開

広報とくしま HP 広報とくしま HP

その他（　　　　　　　　　） その他（　　　　　　　　　）

大学関係 1
その他 4

内部委員 2
市関係部署 1

公募枠 応募数 結果

関係団体 4

3
うち

女性委員

関係団体等への依頼

周知方法

会議の公開 会議の公開

周知方法

傍聴人数

（のべ）
0

会議等
の名称

大学関係
その他

2
1
4
1
4

内部委員
市関係部署
関係団体

3
うち

女性委員

委員の
選出方法

開催時間帯

開催回数 2

平日昼間 平日昼間

委員の
選出方法

関係団体等への依頼

3

市民参加
達成状況

ホームページ等において審議会開催の周知、会議資料、会議録の公開を適切に実施した。学識経験者や
各関係団体等で構成された委員による幅広い意見を得ることができた。

開催回数

委員募集
時期

12

委員構成
内訳

委員構成
内訳

委員人数 12 委員人数

委員募集
時期

月ごろ

開催時間帯

市民参加手続実施連絡票②　各手続　予定・結果

対象施策の名称 徳島市緑の基本計画(改定)

予　定 結　果
設置
根拠

徳島市緑化

条例

開催時期 開催時期

会議等
の名称

設置
根拠

徳島市緑化

条例
徳島市緑化審議会 徳島市緑化審議会



【様式第４号】

（計画期間） （令和　6年度　～　令和１０年度）

パブリックコメント

実施方法

市民参加手続実施評価表（令和５年度策定施策）

対象施策の名称 第２期徳島市国土強靭化地域計画

対象施策の概要
策定の背景

5 か年

強くしなやかな国民生活の実現を図るための防災・減災等に資する国土強靱化基本法第１３条
の規定に基づき、令和２年３月に策定した「徳島市国土強靭化地域計画」の計画期間が令和5年
度までとなっているため、新たに「第２期徳島市国土強靭化地域計画」を策定するもの。

実施した市民参加手続の方法（第７条）
実施理由 実施結果

広く意見を取り入れるとともに、本計画を周
知し市民を主役とするまちづくりの実現に資
することを目的としたパブリックコメントを
実施するため。

実施告知、結果公表等について、適切なタイミング・
方法で周知できたが、意見が１件しかなかったことか
ら、次回は概要について、もう少し挿絵等を用いて分
かりやすくできるよう検討したい。

実施告知、結果公表等について、適切なタイミング・
方法で周知できた。
資料について、レイアウト等が理解しやすいものにな
るよう工夫した。
一連の手続きが、市民にとってわかりやすく、開かれ
たものであった。

市民会議の設置（第
２号）

本計画の策定・推進に関し、専門的知見や市
民の意見を反映させるため。

徳島市市民参加
推進本部による

意見

当該施策の策定に係る市民参加手続については、一定の市民参加が図られたものと考
えられる。当該施策の見直し等を行うときは、一層の市民参加が図られるよう努めら
れたい。

市民からの意見 （意見はありませんでした。）

市民参加手続の評価
（総括）

各手続を通じて、市民の主体的な参画のもと施策を策定できた。

備考
次の改定では、表の見やすさや施策内容について、もっと分かりやすく表現できるよ
う改善したい。



【様式第２号】

パブリックコメント手続

年 年

直接持参 郵送 FAX 直接持参 郵送 FAX

E-mail HP（電子申請） E-mail HP（電子申請）

その他（　　　　　　　　　） その他（　　　　　　　　　）

HP 課窓口 市民サロン HP 課窓口 市民サロン

情報公開 支所 図書館 情報公開 支所 図書館

ふれ健 その他（　　　　　） ふれ健 その他（　　　　　）

年 年

HP 課窓口 市民サロン HP 課窓口 市民サロン

情報公開 支所 図書館 情報公開 支所 図書館

ふれ健 その他（　　　　　） ふれ健 その他（　　　　　）

人 団体 件 人 団体 件

人 団体 件 人 団体 件

人 団体 件 人 団体 件

件

件

件

有 （修正数：　 ） 無

市民参加手続実施連絡票②　各手続　予定・結果

対象施策の名称 第２期徳島市国土強靭化地域計画

意見提出
方法

意見提出
方法

日間30
意見募集

期間
30 日間

予　定
意見募集

時期
意見募集

期間

結　果

結果公表
時期

周知方法

結果公表
方法

周知方法

意見募集
結果

持　参

郵　送

F A X

提出方法

結果公表
時期

結果公表
方法

令和 6 3 月ごろ

人数

令和 125 月ごろ
意見募集

時期
令和 5 12 月ごろ

令和 6 3 月ごろ

件数 提出方法 人数 団体数団体数 件数

0

1

0

0

0

00

0

0

0

0

0

0

0

0

0

電子申請

その他

0

1

E-mail

市民参加
達成状況

その他（感想、案件の範疇外の意見等）

対象施策の修正の有無

案を修正しなかった

意見を反映し、案を修正した

意見の
取扱い

実施告知、結果公表等について、適切なタイミング・方法で周知できたが、意見が１件しかなかったことから、次回
は概要について、もう少し挿絵等を用いて分かりやすくできるよう検討したい。

0

0

1

0



【様式第２号】

附属機関 ／ 市民会議

令和 5 年 9 月 ～ 6 年 3 月 令和 5 年 9 月 ～ 5 年 11 月

回 回

令和 4 年 6 月 ～ 4 年 7 月

 既に委嘱済： 令和 4 年 8 月 若干名 2 2

人 人 人 人

人 人
人 人
人 人
人 人
人 人
人 人

公開 非公開 公開 非公開

広報とくしま HP 広報とくしま HP

その他（　　　　　　　　　） その他（　　　　　　　　　）

開催時間帯

市民参加手続実施連絡票②　各手続　予定・結果

対象施策の名称 第２期徳島市国土強靭化地域計画

予　定 結　果
設置
根拠

要綱

開催時期 開催時期

会議等
の名称

設置
根拠

要綱
徳島市国土強靭化地域計
画推進市民会議

徳島市国土強靭化地域計
画推進市民会議

委員の
選出方法

学識経験者、各種団体代表者及び公募市民

3

市民参加
達成状況

実施告知、結果公表等について、適切なタイミング・方法で周知できた。
資料について、レイアウト等が理解しやすいものになるよう工夫した。
一連の手続きが、市民にとってわかりやすく、開かれたものであった。

開催回数

委員募集
時期

16

委員構成
内訳

委員構成
内訳

委員人数 16 委員人数

委員募集
時期

月ごろ

開催時間帯

開催回数 2

平日昼間 平日昼間

会議等
の名称

2
12
2

学識経験者
各種団体代表者
公募市民

4
うち

女性委員

委員の
選出方法

周知方法

会議の公開 会議の公開

周知方法

傍聴人数

（のべ）
0

公募枠 応募数 結果

公募市民 2

4
うち

女性委員

学識経験者、各種団体代表者及び公募市民

学識経験者 2
各種団体代表者 12



【様式第４号】

（計画期間） （令和５年度　～　令和９年度）

パブリックコメント

実施方法

市民参加手続実施評価表（令和５年度策定施策）

対象施策の名称 徳島市民病院経営強化プラン

対象施策の概要
策定の背景

5 か年

徳島市民病院では、令和３年６月に「徳島市民病院経営強化プラン」を改定し、より良質で安全な医療の
提供と経営の健全化を推進してきた。そのような中、令和４年３月に総務省からガイドラインが公表さ
れ、各公立病院の実情を踏まえた新たなプランの策定が求められた。
　そこで、徳島県地域医療構想の実現及び効率的で持続可能な地域医療提供体制を確保するため、新たに
計画期間を令和５年度から令和９年度までの５年間とするプランを策定するもの。

実施した市民参加手続の方法（第７条）
実施理由 実施結果

経営強化プラン（素案）を広く公表し、市民
からの意見を考慮する必要があるため。

市民参加基本条例及び事務マニュアルに基づ
き、適切に周知を図ったとともに、市民の視点
で理解しやすい資料構成に努めた結果、施策の
参考となる意見を得ることができた。

参加基本条例及び事務マニュアルに基づき、適
切に周知することに努めた結果、住民代表であ
る公募市民が参加する市民会議において、施策
の参考となる意見を得ることができた。今後
は、さらに多様な意見を得られるよう女性委員
の参加を目指していく。

市民会議の設置（第
２号）

経営強化プランの策定にあたり、幅広い分野
からの意見を聴く必要があるため。

徳島市市民参加
推進本部による

意見

当該施策の策定に係る市民参加手続については、一定の市民参加が図られたものと考
えられる。当該施策の見直し等を行うときは、一層の市民参加が図られるよう努めら
れたい。

市民からの意見 （意見はありませんでした。）

市民参加手続の評価
（総括）

一連の市民参加手続の実施に当たっては、市民参加基本条例及び事務マニュアルに基
づき十分に周知を図ったとともに、公募市民を含む各関係機関の委員により構成され
た市民会議において、施策の参考となる多様な意見が得られた。
これらのことから、市民の主体的な参画のもと、対象施策を策定できたと考えてい
る。

備考
次期経営強化プランの策定時には、さらに効果的な市民参加手続が実施できるよう、
検討を進めていきたい。



【様式第２号】

パブリックコメント手続

年 年

直接持参 郵送 FAX 直接持参 郵送 FAX

E-mail HP（電子申請） E-mail HP（電子申請）

その他（　　　　　　　　　） その他（　　　　　　　　　）

HP 課窓口 市民サロン HP 課窓口 市民サロン

情報公開 支所 図書館 情報公開 支所 図書館

ふれ健 その他（　　　　　） ふれ健 その他（　　　　　）

年 年

HP 課窓口 市民サロン HP 課窓口 市民サロン

情報公開 支所 図書館 情報公開 支所 図書館

ふれ健 その他（　　　　　） ふれ健 その他（　　　　　）

人 団体 件 人 団体 件

人 団体 件 人 団体 件

人 団体 件 人 団体 件

件

件

件

有 （修正数：　 ） 無

市民参加手続実施連絡票②　各手続　予定・結果

対象施策の名称 徳島市民病院経営強化プラン

意見提出
方法

意見提出
方法

日間30
意見募集

期間
30 日間

予　定
意見募集

時期
意見募集

期間

結　果

結果公表
時期

周知方法

結果公表
方法

周知方法

意見募集
結果

持　参

郵　送

F A X

提出方法

結果公表
時期

結果公表
方法

令和 6 3 月ごろ

人数

令和 125 月ごろ
意見募集

時期
令和 5 12 月ごろ

令和 6 3 月ごろ

件数 提出方法 人数 団体数団体数 件数

0

0

0

0

0

00

1

0

0

0

0

0

1

0

0

電子申請

その他

0

0

E-mail

市民参加
達成状況

その他（感想、案件の範疇外の意見等）

対象施策の修正の有無

案を修正しなかった

意見を反映し、案を修正した

意見の
取扱い

市民参加基本条例及び事務マニュアルに基づき、適切に周知を図ったとともに、市民の視点で理解しや
すい資料構成に努めた結果、施策の参考となる意見を得ることができた。

0

1

0



【様式第２号】

附属機関 ／ 市民会議

令和 4 年 9 月 ～ 5 年 2 月 令和 4 年 9 月 ～ 6 年 2 月

回 回

令和 4 年 6 月 ～ 4 年 7 月

 既に委嘱済： 令和 4 年 6 月 2 1 1

人 人 人 人

人 人
人 人
人 人
人 人
人 人
人 人

公開 非公開 公開 非公開

広報とくしま HP 広報とくしま HP

その他（　　　　　　　　　） その他（　　　　　　　　　）

開催時間帯

市民参加手続実施連絡票②　各手続　予定・結果

対象施策の名称 徳島市民病院経営強化プラン

予　定 結　果
設置
根拠

要綱

開催時期 開催時期

会議等
の名称

設置
根拠

要綱
徳島市民病院経営健全化
推進会議

徳島市民病院経営健全化
推進会議

委員の
選出方法

書類による選考（必要に応じて面接）

3

市民参加
達成状況

参加基本条例及び事務マニュアルに基づき、適切に周知することに努めた結果、住民代表である公募市民が参加する
市民会議において、施策の参考となる意見を得ることができた。今後は、さらに多様な意見を得られるよう女性委員
の参加を目指していく。

開催回数

委員募集
時期

11

委員構成
内訳

委員構成
内訳

委員人数 11 委員人数

委員募集
時期

月ごろ

開催時間帯

開催回数 3

平日昼間 平日昼間

会議等
の名称

その他
市関係部署
内部委員

1
2
1
2
3
2

公募市民
大学関係
医師会関係

うち

女性委員

委員の
選出方法

周知方法

会議の公開

内部委員 2

会議の公開

周知方法

傍聴人数

（のべ）
6

公募枠 応募数 結果

医師会関係 1

0
うち

女性委員

書類による選考

その他 2
市関係部署 3

公募市民 1
大学関係 2


